
音楽科の指導と評価を進める上での課題

１ 各学校が創意工夫をもって題材の評価規準を作成すること

(1) 各学校が計画する題材の評価規準

使用する教科書教材を基盤に 学校の教育目標や教師の指導理念が十分

おいて作成 に行き渡るもの

＊市町村教育委員会や音楽教育研究会等が共同作成した計画を、ただそのまま

実践するということであってはならない。

＊児童生徒の実態を十分に考慮

＊より楽しい音楽活動を展開

評価規準、指導内容の設定、教材選択、教材配列、時間の配分、指導の

進め方等、教師の創意工夫ある取組が求められる。

① 年間を見通した評価規準を充実する。

○評価の役割

・児童生徒が指導のねらいを実現している状況を的確に把握し、

・その後の指導に生かしたり

・児童生徒の学習意欲を引き出したりして

・より主体的で積極的な学習を展開できるようにする。

年間の学習指導を見通した評価計画をしっかり立て、生き生きとした

音楽科学習指導を展開

各題材の指導目標の明確化

題材目標と評価規準の一覧

４観点別に評価規準を作成

＊全国的にみてまだ十分に行われていない。今年度中に進めておくこと

が急務



② 国立教育政策研究所が示した「参考資料」を参考にして評価計画の充実を図る。

○各題材の目標や学習内容が学習指導要領及びその解説書の内容に照らして設定さ

れていることが重要

＜内容のまとまりごとの評価規準＞

・学習指導要領の目標・内容レベル

＜評価規準の具体例＞

・学習指導要領解説音楽編の内容解説レベル

２ 評価規準作成の趣旨を十分に理解し、児童生徒の側に立つ指導と評価を進め

ることができるようにすること

(1) 「規準」と「基準」の違いを理解する。

① 現在の評価における問題点

○多くの学校で

・題材の評価規準を作成すると同時に

・それぞれの評価規準についてさらに「Ａ基準 「Ｂ基準 「Ｃ基準」を設定し」 」

て評価

・従来の評価観と変わらない評価の進め方にとどまっている。

児童生徒の学習において「おおむね満足できる状況」にあるのかをまず判断

するのではなく

最初からＡ、Ｂ、Ｃの３段階で物差し的に判断しようとする評価観

・学習に対する期待は、Ａ基準として示す文言に置かれる。

・ＢはＡより劣る、Ｃはさらに劣るという考え方

＊全ての児童生徒が基礎・基本を確実に習得するような指導と評価の充

実を目指した今回の改訂の趣旨から大きくはずれたもの。

② 評価規準とは

○題材の目標を児童生徒がどの程度実現しているのかを把握する評価の窓口。

○児童生徒の学習における「おおむね満足できる状況」を示したもの。

○Ｂの範疇を示すもので、Ａを含むもの。



③ 評価基準とは

○児童生徒の学習におけるＡとＢ、ＢとＣの境目を意識し、その違いを明確に示そ

うとするもの。

○目標達成に対する物差し的な性格をもったもの。

○それぞれの評価規準にＡ・Ｂ・Ｃ基準を設定した評価計画の取組

・一人一人の教師にとって大きな負担

・学習評価に対する意識が従前と変わらない

＊Ａでなければ満足しない

＊Ｂである場合学力が劣っているという意識をもってしまう。一人一人にＡ

を求めると、学習に対するストレスを与える。

○平成１２年１２月の教育課程審議会答申－「評価規準」のみ使用。

(2) 観点別評価を進める上で大切なこと

「おおむね満足できる状況」として示した評価規準（Ａを含むＢ）に照らして

評価を進める。

① 児童生徒の学習の状況や結果が、Ｂ（おおむね満足できる状況）であることを確

認する

② Ｃと判断せざるを得ない児童生徒の学習状況にまず意識を向け、少しでもＢに近

づくよう指導・援助を継続する。

（ ） 。③ その上でＡ 十分満足できる状況 に質的に高まったと判断できる点を把握する

＊Ｂの状況が明確に意識されていれば、Ａの状況にある姿が自然にみえてくる。

→ 単位時間ごとの評価規準を明確に設定しておくことが必要。

指導計画を作成する段階でＡ・Ｂ・Ｃ基準をあらかじめ設定し、その三者に照ら

して児童生徒の学習状況を見ようとするだけでは、児童生徒の真の変容や成長は

見えにくくなる。

～ 金本調査官の資料を参考 ～


